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名古屋市との連携 

名古屋市環境局 若者をターゲットにした啓発映像を
制作しています 

  

・芸術工学部映像研究室の学生が主体となって、名古屋市環境局のごみ減量啓発映像を制作して

います。 

１ 概要 

ごみ減量啓発映像の制作 

芸術⼯学研究科 教授 栗原康⾏ 

ykurihar@sda.nagoya-cu.ac.jp 

(ごみ分別アプリ「さんあ〜る」)  
http://www.city.nagoya.jp/kankyo/page/0000070937.html 

 

・30年3月18日（日）に伏見ミリオン座において上映会が開催されたほか、市内の約300店舗での

ドラッグストアやスーパーでPOPキャンペーンが行われました。 

３ 成果 

 

・平成29年度は学生や単身者をターゲットとして、「ごみ非常事態宣言」の再認識や環境問題を訴

えることを目的とした映像PR作品「リサイクル研究会」を制作しました。 

・芸術工学部映像研究室が主体となって制作を行い、チームしゃちほこの伊藤千由李さん、坂本

遥奈さん、名古屋市立大学の学生などが出演し、大学キャンパスや教室の内外で撮影を行いま

した。 

・本作品はゴミ分別等を手軽に調べ、学ぶことができる資源・ごみ分別アプリ「さんあ～る」を

ダウンロードするで、視聴することができるアプリコンテンツです。 

２ 活動内容 

出演者と撮影スタッフ 撮影の様子 

平成 29 年３月 24 日作成 

平成 31 年３月 29 日更新 


